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報道関係者 各位 

2024 年 1月 5日 

【創設 50 周年記念事業】 

公開講演会「日本の仮面をつくる：現代に生きる神楽面」 

2024 年 3 月 1 日（金）オーバルホール（大阪）にて開催！ 

 

 

 

 

 

【趣旨説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本各地の祭りや芸能には、さまざまな仮面が登

場します。人は面をつけることで、神霊や鬼など人な

らざる存在へと変身したり、性別を越えたり若くも

老いたりもしてきました。このように仮面は、着用す

ることで人間性を拡張して「異」を作り出す道具であ

り、転じて神霊の表象として神聖視され祀られるこ

ともあります。 

 こうした日本の仮面は、どうやって現在まで守り

伝えられてきたのでしょうか？とくに、各地の祭り

で使用される仮面は、長年着用されるうちに破損や

劣化を繰り返してきました。それを修復や模刻して

守ってきた地域で活躍する仮面職人の存在は、これ

まで多く知られてきていません。しかし、こうした職

人の技術がなければ各地の祭りや芸能は成り立たな

いと言え、その重要性は改めて広く認識されるべき

であろうと思われます。 

この講演会では、日本の祭り文化を支える仮面職

人の技術や創造性に焦点をあて、仮面というモノが

生み出す多様な人間の活動について議論を交わしま

す。この講演会をとおし、現代社会における仮面文化

の魅力を示すことをめざします。 

国立民族学博物館（大阪府吹田市千里万博公園10-1）では、【創設50周年記念事業】みん

ぱく公開講演会「日本の仮面をつくる：現代に生きる神楽面」を2024年3月1日（金）にオーバル

ホール（大阪市北区梅田3-4-5毎日新聞大阪本社ビルB1F）にて開催します。 
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【趣旨説明】日本の祭りを支える職人たち 

鈴木 昂太（国立民族学博物館 助教） 

【基調講演】世界の仮面、日本の仮面 

𠮷𠮷田 憲司 （国立民族学博物館長） 

【報告１】日本の仮面に見る素材の多様性 

鈴木 昂太 

【報告２】木彫り面の制作工程 

竹原 雅也(清川神楽面工房） 

【報告３】和紙面の制作工程 

小林 泰三(株式会社小林工房) 

【グループトーク】日本の仮面をつくる 

竹原 雅也×小林 泰三×𠮷𠮷田 憲司×鈴木 昂太×笹原 亮二(国立民族学博物館 教授) 

モデレーター 山中 由里子(国立民族学博物館 教授) 

 

【公開講演会とは】 

先端的な研究活動を取りあげ、その成果を社会に積極的に還元するとともに、文化人類学・民族学を

通じての異文化理解と、広く本館が学術研究機関であることの認識を一般市民に深めてもらうことを目的

として、東京と大阪において実施しています。 

今年度は、2023年11月10日（金）に日経ホール(東京)にて「依存するヒト――民族・国家・嗜好品」を実

施しました。 
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【プログラム】 

17:30 開   場  

18:30 - 18:35 開会挨拶 木戸 哲（毎日新聞大阪本社 編集局長） 

18:35 - 18:40 挨   拶 𠮷𠮷田 憲司 （国立民族学博物館長） 

18:40 - 18:45 趣旨説明 鈴木 昂太（国立民族学博物館 助教） 

  「日本の祭りを支える職人たち」 

18:45 - 19:05 基調講演 𠮷𠮷田 憲司 

  「世界の仮面、日本の仮面」 

19:05 – 19:20 報 告 １ 鈴木 昂太 

  「日本の仮面に見る素材の多様性」 

19:20 – 19:35 報 告 ２ 竹原 雅也(清川神楽面工房) 

  「木彫り面の制作工程」 

19:35 - 19:50 報 告 ３ 小林 泰三(株式会社小林工房) 

  「和紙面の制作工程」 

19:50 – 20:00 休   憩  

20:00 – 20:50 グループトーク 竹原雅也×小林泰三×𠮷𠮷田憲司×鈴木昂太×笹原亮二(国立民族

学博物館 教授)  

モデレーター 山中由里子(国立民族学博物館 教授) 

  「日本の仮面をつくる」 

21:00 終   了  
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【登壇者プロフィール】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木 昂太（国立民族学博物館 助教） 

専門は、日本民俗学、芸能史研究。特に中国・東北地方の神楽を主たる

対象として、神楽を舞う宗教者や神楽団の活動の歴史的変遷を研究し

ている。近年は、神楽が近代化の過程で政治権力の影響によりどのよう 

に変化したのかに関心を持つ。近年の論文に「神楽と国譲り神話─近代

における芸能の創造」『歴史と地域のなかの神楽』（法蔵館）などがある。 

竹原 雅也(清川神楽面工房 代表） 

神楽面打師。大分県生まれ。大分県豊後大野市清川町に移住し、15年

前から師匠の森下菊男氏より面作りを習い技術を身につけた。大分県

の南部を中心に伝承される「大野系岩戸神楽」のうち「御嶽流」の神楽面

を制作している。Youtubeチャンネル「きよかわベース」で情報発信も行っ

ている。 

小林 泰三(株式会社小林工房 代表) 

石見神楽面職人。島根県生まれ。11歳より島根県伝統工芸品「石見神

楽面」の技法を学び、28歳で（株）小林工房を設立。 

石見神楽面の制作や修理を中心に、「脱活法」を活かした「和紙壁画レリ

ーフ」など新しい表現を追求している。自身も石見神楽の舞手であること

から、これまで和太鼓、バリ舞踊、バレエとの共演など、幅広い舞台活動

を行っている。 

𠮷𠮷田 憲司 （国立民族学博物館長） 

国立民族学博物館の第6代館長。2017年4月から現職。アフリカを中心と

した儀礼や仮面の研究を進めるとともに、ミュージアム（博物館・美術館）

における文化の表象のあり方を研究している。主な著書に『仮面の世界

をさぐる アフリカとミュージアムの往還』、『文化の「発見」』、『宗教の始

原を求めて』など。 
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【開催概要】 

講 演 名 創設 50 周年記念事業 公開講演会「日本の仮面をつくる：現代に生きる神楽面」 

日    時 2024年3月1日(金) 18:30～21:00（開場17:30） 

会    場  オーバルホール（大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞大阪本社ビルB1） 

定    員 480名（要事前申込み／先着順／無料） ※手話通訳あり 

ライブ中継 
本講演は会場内のほか、ＷＥＢライブ中継（要事前申込み/定員なし/無料）でも参加いた

だけます。 

主    催 国立民族学博物館、毎日新聞社 

申込方法 

 

           

【申込み方法】 

会場へ参加ご希望の場合もライブ中継参加ご希望の場合も、 

下記公式サイト内にある申込フォーム画面に従って 

必要事項をご入力ください。 

 

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/48889 
2024年1月15日（月）受付開始予定 

 

お問合せ先 

 

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-１   

国立民族学博物館 研究協力課 

TEL:06-6878-8209   Mail:  

 

 

 

 

 

 [お問合せ] 国立民族学博物館 総務課 広報・IR係 

TEL:06-6878-8560(直通)   Fax:06-6875-0401   Mail: 

プレス向けウェブサイトwww.minpaku.ac.jp/press 

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/48889
http://www.minpaku.ac.jp/press

